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特集・就職支援～学生の職業意識の醸成～ 
（
本
学
の
概
要
と
地
域
環
境
）

函
館
短
期
大
学
が
立
地
す
る
函
館
市
は
、
北
海
道
の
南
西
部
に
あ

り
近
辺
は
、
港
や
湯
の
川
と
名
打
つ
温
泉
街
な
ど
、
観
光
地
と
し
て

の
実
績
が
あ
り
修
学
旅
行
生
は
通
年
し
て
散
見
さ
れ
る
。
近
年
は
韓

国
や
中
国
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
増
し
、
特
に
中
国
か
ら
の

観
光
客
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
旅
行
会
社
等
の
報
告
も
あ
り
、
中

国
経
済
の
発
展
ぶ
り
の
影
響
な
の
か
と
思
案
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

函
館
空
港
か
ら
温
泉
街
ま
で
車
で
一
五
分
位
で
、
三
方
向
を
海
に
面

し
、
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
を
山
に
持
ち
、
大
沼
と
い
う
湖
水
の
綺

麗
な
大
自
然
が
繁
華
街
か
ら
わ
ず
か
一
時
間
圏
に
あ
る
。
人
口
約

三
〇
万
の
地
方
都
市
で
、
主
た
る
産
業
は
水
産
加
工
業
と
観
光
で
あ

る
。
観
光
客
は
不
況
が
続
く
中
、
年
々
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
年
間
四
三
三
万
人
が
訪
れ
る
。

将
来
的
に
は
新
幹
線
が
青
森
よ
り
延
伸
す
る
こ
と
に
期
待
が
か
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
都
市
に
七
校
の
高
等
教
育
機
関
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
訳
は
大
学
四
校
、
短
期
大
学
二
校
、
高

等
専
門
学
校
一
校
で
あ
る
。本
学
は
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
九
五
三（
昭

和
二
八
年
）
年
四
月
に
函
館
市
柏
木
町
で
開
学
し
た
函
館
商
科
短
期

大
学
を
前
身
と
し
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
年
）
年
食
物
栄
養
学
科

と
な
り
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
年
）
年
に
保
育
学
科
を
開
設
し
二

地
方
短
期
大
学
の
多
面
的
な
就
職
支
援

村
木 

永
親

（
函
館
短
期
大
学　

事
務
局
長
）

●
事
　
例
●
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学
科
体
制
と
な
っ
た
。
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
函
館
市
の
東
に
位

置
し
複
数
の
教
育
機
関
が
立
地
す
る
高
丘
町
に
あ
る
。
本
学
の
教
育

目
的
に
つ
い
て
は
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
職
業
又
は

実
際
の
生
活
に
必
要
な
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
と
あ
り
、
さ
ら
に
高

度
に
発
達
し
た
人
格
を
有
し
、
人
類
社
会
に
貢
献
し
う
る
職
業
人
の

育
成
を
教
育
理
念
と
し
て
い
る
。
本
学
の
教
育
目
的
を
具
現
化
す
る

に
は
、
資
格
教
育
で
あ
る
と
確
信
し
今
日
ま
で
実
行
し
て
い
る
。
本

学
で
取
得
で
き
る
資
格
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
本

学
の
取
得
で
き
る
資
格
が
就
職
先
に
役
に
立
つ
か
と
の
疑
問
を
呈
す

る
論
者
も
少
数
あ
る
も
の
の
、
卒
業
生
の
動
向
等
を
見
る
限
り
前
者

を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
つ
ま
り
効
果
は
大
い
に
あ
る
と
の
結
論

で
あ
る
。

（
取
得
で
き
る
資
格
と
取
り
組
み
の
概
要
）

本
学
で
取
得
で
き
る
資
格
は
、
食
物
栄
養
学
科
の
メ
イ
ン
資
格
で

あ
る
栄
養
士
、
保
育
学
科
の
メ
イ
ン
資
格
保
育
士
で
あ
る
。
こ
れ
を

基
盤
と
し
て
さ
ら
に
、
栄
養
教
諭
二
種
免
許
、
中
学
校
教
諭
二
種
免

許
（
家
庭
科
）、
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
調
理
師
（
付
設
調
理

師
専
門
学
校
で
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
）
製
菓
衛
生
士
国
家
試
験
受
験

資
格
（
付
設
調
理
師
専
門
学
校
で
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
）、
健
康
運

動
実
践
指
導
者
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
Ａ
Ｄ

Ｉ（
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）、

介
護
員
二
級
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）、
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
、
Ｍ

Ｏ
Ｓ
（
マ
イ
ク
ソ
フ
ト
オ
フ
イ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
検
定
等
が
取

得
で
き
る
。
以
上
の
資
格
が
相
互
し
て
有
機
的
に
関
連
し
て
い
る
。

学
生
は
、
通
常
二
種
類
以
上
の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、
中
に
は
五

種
類
の
資
格
を
取
得
す
る
学
生
も
い
る
。
各
資
格
は
相
互
に
ど
の
よ

う
に
関
連
す
る
の
か
、
栄
養
士
と
介
護
員
二
級
資
格
と
の
関
連
で
見

る
と
例
え
ば
、
栄
養
士
と
し
て
介
護
施
設
に
就
職
し
た
場
合
、
介
護

に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
る
こ
と
が
現
場
で
は
大
変
役
立
つ
と
い
う
声

を
聞
く
。
他
の
資
格
に
お
い
て
も
相
互
に
関
連
が
あ
り
資
格
を
多
く

取
得
す
る
学
生
は
就
職
活
動
に
お
い
て
有
利
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま

た
、
資
格
が
直
接
係
わ
り
な
く
と
も
学
習
努
力
の
表
れ
と
取
る
こ
と

も
で
き
る
。
本
学
で
は
、
就
職
支
援
策
と
し
て
資
格
教
育
を
付
し
て

き
た
。
こ
れ
は
結
果
と
し
て
短
期
大
学
生
の
専
門
分
野
の
学
習
で
積

極
的
な
復
習
に
つ
な
が
り
、
確
か
な
教
育
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

（
資
格
取
得
方
法
と
地
域
社
会
と
の
関
係
）

資
格
を
付
与
す
る
時
に
は
、
関
連
協
会
あ
る
い
は
協
議
会
等
の
力
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を
お
借
り
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
例
え
ば
介
護
員
二
級
養
成
研
修
の

場
合
は
、
函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
し
介
護
員
の
養
成
を
行

い
地
域
社
会
に
有
為
な
人
材
の
供
給
を
し
て
い
る
。
資
格
教
育
の
中

で
の
高
等
学
校
と
の
連
携
（
高
大
連
携
）
も
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域

社
会
に
お
い
て
そ
の
機
能
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
自
負
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。　

（
在
学
生
の
資
格
取
得
状
況
）

本
年
度
卒
業
生
に
つ
い
て
み
る
と
、
食
物
栄
養
学
科
の
資
格
取
得

状
況
調
査
結
果
（
保
育
学
科
は
新
設
の
た
め
卒
業
生
は
い
な
い
）
を

見
る
と
、
本
年
卒
業
生
に
対
し
て
栄
養
士
は
（
九
八
％
）、
栄
養
教

諭
二
種
免
許
（
二
三
％
）、中
学
校
教
諭
二
種
免
許
（
家
庭
科
）（
一
一

％
）、
調
理
師
（
付
設
調
理
師
学
校
で
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
）（
三
八

％
）、
製
菓
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
（
付
設
調
理
師
学
校
で
の

ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
）（
一
四
％
）、
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
四
六

％
）、
健
康
運
動
実
践
指
導
者
（
一
〇
％
）、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
三
％
）、
Ａ
Ｄ
Ｉ
（
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
・
ダ
ン

ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）（
五
％
）、
介
護
員
二
級

（
三
一
％
）、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
イ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
）
ワ
ー
ド
（
四
二
％
）、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
エ
ク
セ
ル
（
四
五
％
）、
Ｍ
Ｏ
Ｓ

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
一
一
％
）
で
あ
る
。
次
に
本
年
卒
業
生
が
一
人

何
種
類
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。
二
種
類
が
（
九
％
）、三
種
類
（
三
八
％
）、四
種
類
（
二
七
％
）、

五
種
類
（
一
六
％
）、
六
種
類
（
八
％
）、
七
種
類
（
二
％
）
で
あ
る
。

次
に
様
々
な
組
み
合
せ
の
中
で
学
生
が
最
も
多
く
取
得
し
た
組
み
合

わ
せ
は
、
二
種
類
で
は
栄
養
士
と
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
の
組

み
合
わ
せ
が
多
く
、
次
に
順
を
お
っ
て
い
く
と
三
種
類
は
①
栄
養
士

＋
栄
養
教
諭
二
種
免
許
＋
中
学
校
二
種
教
諭
（
家
庭
科
）
②
栄
養
士

＋
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
＋
介
護
員
二
級
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

③
栄
養
士
＋
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
＋
調
理
師
、
四
種
類
で
は
栄

養
士
＋
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
＋
栄
養
教
諭
二
種
免
許
＋
中
学
校

教
諭
二
種
免
許
（
家
庭
科
）、
五
種
類
で
は
栄
養
士
＋
フ
ー
ド
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
＋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
＋
介
護

員
二
級
＋
調
理
師
、
六
種
類
で
は
、
栄
養
士
＋
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
＋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
＋
栄
養
教
諭
二

種
免
許
＋
調
理
師
、
7
種
類
は
栄
養
士
＋
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

＋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
＋
栄
養
教
諭
二
種
＋

介
護
員
二
級
＋
健
康
運
動
実
践
指
導
者
＋
調
理
師
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
資
格
取
得
に
要
す
る
総
時
間
数
は
二
学
科
分
の
時
間
数
を
キ

ー
プ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
学
生
に
と
っ
て
学
習
時
間
は
膨
大
で
あ

る
が
、
学
生
の
自
己
学
習
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
様
子
が
う
か
が
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え
る
。

（
科
目
と
資
格
の
関
係
）

本
学
の
教
育
課
程
は
基
礎
教
育
科
目
と
専
門
教
育
科
目
及
び
教
職

専
門
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
栄
養
士
養
成
の
必
要
科
目
あ
る
い

は
、
保
育
士
養
成
に
必
要
科
目
、
ま
た
、
栄
養
教
諭
二
種
免
許
や
中

学
教
諭
二
種
免
許
（
家
庭
科
）
取
得
に
必
要
な
科
目
が
必
置
で
あ
る

事
は
当
然
と
し
、
他
の
資
格
取
得
と
科
目
を
見
る
と
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
は
専
門
教
育
科
目
の
「
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
論
」「
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
論
」「
食
品
官
能

評
価
」「
食
品
流
通
」
栄
養
士
必
修
科
目
に
前
記
四
科
目
追
加
取
得

で
資
格
が
取
得
で
き
る
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

で
は
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
習
」「
給
食
管
理
実
習
Ⅲ
」「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
理
論
」「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
技
」「
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
演
習
」
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
資
格
取
得
が
で
き
る
。
情
報

処
理
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
イ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

の
資
格
で
は
、
基
礎
教
育
科
目
の
「
情
報
機
器
操
作
Ⅰ
・
Ⅱ
」「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ
」
が
該
当
し
、
Ａ
Ｄ
Ｉ
（
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
で
は
、「
有
酸
素

運
動
の
実
技
」
や
「
体
育
実
技
」
が
該
当
す
る
。
健
康
運
動
実
践
指

導
者
で
は
「
健
康
管
理
概
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」「
健
康
運
動
概
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」「
有

酸
素
運
動
の
実
技
」「
水
泳
・
水
中
運
動
演
習
」「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

理
論
と
演
習
」「
健
康
・
体
力
測
定
演
習
」「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
」「
運

動
障
害
と
救
急
処
置
」
で
あ
り
、
教
育
課
程
内
で
取
得
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
教
育
課
程
外
で
の
資
格
取
得
は
訪
問
介
護
員
二
級
で

養
成
研
修
と
し
て
、
冬
期
休
業
や
土
曜
日
を
使
用
し
授
業
を
行
い
、

資
格
取
得
に
挑
戦
し
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｉ
（
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

に
つ
い
て
も
、
補
い
を
Ａ
Ｄ
Ｉ
養
成
講
座
で
行
い
、
調
理
師
や
製
菓

衛
生
師
国
家
資
格
受
験
資
格
取
得
で
は
付
設
調
理
師
専
門
学
校
の
夜

間
部
授
業
で
取
得
す
る
。
大
き
く
分
け
る
と
資
格
取
得
の
学
習
方
法

は
、
通
常
の
授
業
の
中
で
取
る
資
格
と
、
夏
期
休
業
や
冬
期
休
業
や

土
曜
日
等
を
使
用
し
て
取
る
資
格
、
ま
た
、
付
設
調
理
師
と
の
連
携

で
取
る
資
格
と
に
類
別
で
き
る
。

（
就
職
支
援
組
織
）

就
職
を
支
援
す
る
た
め
学
内
に
支
援
の
た
め
の
部
署
や
委
員
会
等

が
あ
り
ど
の
よ
う
な
内
容
か
は
後
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
行
動
計
画

一
と
し
て
、
三
月
ま
で
に
担
当
責
任
者
と
委
員
の
委
嘱
す
る
、
行
動

計
画
二
と
し
て
、
四
月
上
旬
に
学
生
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
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施
す
る
、
行
動
計
画
三
と
し
て
、
九
月
末
学
生
の
履
修
状
況
の
確
認

す
る
、
行
動
計
画
四
と
し
て
、
二
月
末
ま
で
に
資
格
付
与
認
定
作
業

と
監
督
官
庁
報
告
で
あ
る
。各
委
員
会
と
就
職
支
援
と
の
関
係
で
は
、

教
務
委
員
会
は
食
物
栄
養
系
の
資
格
あ
る
い
は
保
育
系
の
資
格
を
把

握
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
食
物
栄
養
系
で
は
、
栄
養
士
、
調
理

師
、
製
菓
衛
生
師
、
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
栄
養
士
実
力
試
験

管
轄
し
、
保
育
士
も
管
轄
す
る
。
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
Ａ

Ｄ
Ｉ
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）、

健
康
運
動
実
践
指
導
者
を
掌
握
管
轄
し
、
教
職
資
格
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
栄
養
教
諭
二
種
免
許
、
中
学
校
教
諭
二
種
免
許

（
家
庭
科
）、
幼
稚
園
教
諭
二
種
を
掌
握
管
轄
す
る
。
情
報
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
イ
ス
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
検
定
試
験
講
習
会
等
を
把
握
管
轄
す
る
。
管
理
栄

養
士
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
講
習

会
を
把
握
管
轄
す
る
。
就
職
支
援
委
員
会
で
は
、
介
護
員
二
級
を
把

握
管
轄
す
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
が
就
職
支
援
部
と
連
携
し
て
学
生

の
就
職
活
動
等
に
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
就
職
支
援
に
お
い

て
資
格
取
得
支
援
は
欠
か
せ
な
い
課
題
で
は
あ
る
が
、
学
生
自
身
の

向
上
に
つ
い
て
も
援
助
を
欠
か
せ
な
い
。
学
生
の
社
会
的
常
識
の
涵

養
の
た
め
基
礎
教
育
科
目
の
「
社
会
人
基
礎
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」
が
設
置
し

て
あ
る
。
日
常
的
に
対
面
す
る
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
等
は
こ
の

講
座
で
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
企
業
経
験
者
の
外
部
講
師
と
し

て
の
招
致
、
や
ホ
テ
ル
で
の
マ
ナ
ー
講
習
会
、
各
団
体
の
主
宰
す
る

企
業
説
明
会
へ
の
集
団
参
加
、
協
会
が
行
う
栄
養
士
養
成
実
力
試
験

の
参
加
、
こ
れ
は
全
国
の
栄
養
士
養
成
校
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
の
で
客
観
的
判
断
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
、
今
日
的
就
職
状
況
の
報
告
や
情
報
を
学
生

に
伝
え
る
な
ど
学
生
と
の
相
互
の
連
携
を
主
眼
に
し
て
い
る
。ま
た
、

付
設
調
理
師
専
門
学
校
の
調
理
師
免
許
及
び
製
菓
衛
生
士
免
許
取
得

の
た
め
の
両
校
で
の
連
携
を
密
に
行
っ
て
い
る
。
本
学
の
就
職
情
報

の
具
体
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
本
学
に
Ｓ
Ｌ
（
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

と
い
う
組
織
が
あ
り
、
こ
れ
は
各
教
員
が
各
学
年
別
に
学
生
を
教
員

全
体
で
配
分
し
ゼ
ミ
形
式
を
と
る
制
度
で
い
わ
ゆ
る
ゼ
ミ
と
ク
ラ
ス

の
担
任
制
の
合
体
的
制
度
で
あ
る
。
一
人
の
教
員
が
各
学
年
八
名
位

の
学
生
の
集
団
を
引
き
受
け
、
学
習
相
談
、
生
活
相
談
や
就
職
相
談

等
も
行
っ
て
い
る
。
就
職
支
援
部
で
は
、
企
業
か
ら
の
募
集
等
の
情

報
は
各
Ｓ
Ｌ
に
伝
達
配
信
し
、
情
報
の
共
有
を
促
し
、
学
生
の
動
向

や
情
報
を
リ
タ
ー
ン
さ
れ
る
の
を
受
け
て
か
ら
、
募
集
企
業
へ
連
絡

す
る
方
法
を
一
つ
の
方
法
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
学

生
が
就
職
支
援
部
に
相
談
に
来
る
場
合
も
親
身
に
受
け
て
い
る
。
学

生
の
就
職
活
動
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
も
常
識
的
と
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な
っ
て
い
る
今
日
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
不
可
避
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
度
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
補
助
を
受
け
、
パ
ソ
コ
ン
を

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
導
入
し
補
強
し
た
。
学
生
へ
の
支

援
環
境
も
一
段
と
整
っ
た
と
い
え
る
。
学
生
の
使
用
頻
度
が
増
え
て

き
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

前
述
の
と
お
り
就
職
支
援
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
を

見
て
み
る
と
、
就
職
者
を
一
〇
〇
％
と
し
た
職
種
別
内
訳
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
栄
養
士
四
五
％
、
事
務
職
一
八
％
、
調
理
職
一
五
％
、

介
護
員
六
％
、
サ
ー
ビ
ス
四
％
、
中
学
家
庭
科
教
諭
三
％
、
公
務
員

三
％
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
三
％
、
製
菓
調
理
一
％
、
リ
ハ
ビ
リ
助
手

一
％
、
営
業
一
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
、
地
域
別
に
見
て
み
る
と
、

就
職
地
域
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
函
館
市
内
近
郊
四
五
％
、

東
北
地
方
二
八
％
、
そ
の
他
道
内
一
六
％
、
関
東
七
％
、
そ
の
他
道

南
三
％
、
札
幌
市
内
一
％
で
あ
る
。
就
職
先
地
域
別
の
状
況
を
み
る

と
、
入
試
受
験
者
の
分
布
に
大
変
似
て
い
る
。
本
学
の
入
学
者
は
地

元
函
館
出
身
者
が
多
い
の
は
当
然
と
し
て
、
東
北
地
方
が
多
く
、
ま

た
、
関
東
な
ど
か
ら
も
在
学
者
が
あ
り
、
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
就

職
は
地
元
で
す
る
と
の
見
方
が
で
き
る
。
一
例
と
し
て
、
本
学
で
栄

養
士
と
調
理
師
の
資
格
を
二
年
間
の
中
で
取
得
で
き
る
事
な
ど
を
考

え
る
と
、
就
職
に
有
利
性
が
あ
る
。
本
学
で
の
学
習
が
単
な
る
資
格

教
育
だ
け
で
は
な
く
、
高
度
な
人
格
の
涵
養
を
志
し
た
時
、
一
つ
の

資
格
を
取
得
す
る
努
力
の
仕
方
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
も
応
用
で
き

学
び
方
の
訓
練
に
も
な
り
、
職
業
人
と
な
っ
た
時
に
も
忘
れ
る
こ
と

な
く
応
用
で
き
る
も
の
と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


